
開館時間●11：00～16：00
　　　　　（最終日は15：00まで）
休 館 日●日曜日・月曜日
入 館 料●大人300円 小中高生100円
会　　場●3階展示室 2階プチギャラリー

〒465-0091 名古屋市名東区よもぎ台2-820 
TEL&FAX 052-602-4222

　2024年1月10日、政府は大浦湾埋め立て
を強行しました。2019年の県民投票で7割を
超えた人が名護市辺野古の埋め立てに反対
したにもかかわらず、その後も沖縄県が求め
てきた対話にも応じず工事を始めました。

　普天間基地の早期返還には辺野古新基地
は唯一の解決策だと政府は説明しますが、軟
弱地盤が広がる大浦湾の工事には莫大な費
用がかかると言われています。一口に「辺野
古」と言っても問題点が多いのが現状です。

　今回の展示では豊かな海である辺野古の
全体像、辺野古移設計画、「代執行」につい
てなどを検証しパネルにして理解を深めるこ
とが出来たらと思っています。

ピースあいち企画展

2024年
6月4日火～7月13日土月 日火 月 日土

▲図版：『沖縄から伝えたい。米軍基地の話。Q&A Book』（令和5年1月、沖縄県）より

● 日時：6月23日（日）13：30～16：30
　　　　（開場13：00）
● トーク：阪井芳貴さん（名古屋市立大学名誉教授）
　「戦中最後の沖縄県知事・島田叡について」
● 映画：「島守の塔」（2022年製作/130分）
　　　　　　©2022  映画「島守の塔」製作委員会

《 入館料で参加いただけます 》

沖縄慰霊の日  トーク＆映画会

　第二次世界大戦末期の沖縄で、犠牲をもいとわない軍部に対し、沖縄
の人々を懸命に守ろうとした戦中最後の官選知事・島田叡と職務を超えて
県民を守るべく奔走した警察部長・荒井退造を中心に描く。それぞれの苦
悩や葛藤などの生き様を通して、「人間の命の尊さ」を伝える映画です。

関連イベント

あきら

定員50名、要予約 電話052－602－4222
※上映会終了後、沖縄展を観覧できます。（16：30まで）

（管理～7/3）



8月1日（火）～15日（火） （日曜・月曜のぞく11回）
ピースあいち語り手の会会員、語り継ぎボランティアによるお話。詳細はピースあいちHP、ツイッターでご確認ください。

夏の戦争体験を語るシリーズ
ピースあいち1階 交流のひろば

14：00～15：00

Ⅱ　沖縄戦前夜
202105 沖縄展B2  No.6

　1944（昭和19）年10月10日早朝、南西諸島の海は米軍の艦船で埋め尽くさ
れ、沖縄本島の那覇市を中心に米軍機の攻撃が始まりました。はじめは飛行場や高
射砲陣地など軍関連施設が狙われましたが、昼過ぎからは市街地を含む無差別爆撃
となりました。午後4時過ぎまで5波にわたり、延べ約1400機に及ぶ米軍機の猛烈
な空襲を受け、沖縄は全体で死者約600人、家屋の全壊・全焼約1万1500戸の被
害を受けました。
　那覇市は市街地の90％を焼失しました。琉球王国時代の貴重な文化遺産や多く
の食糧も失いました。また連隊区司令部の兵籍簿が焼失したこともあって、その後の
住民の召集は法律に基づかない、さらに過酷なものとなりました。
　この「10・10空襲」以後、沖縄は激しい地上戦をともなう沖縄戦（1945年3～6
月）へと突入していきます。

「10・10空襲」
那覇市街地の90％が焼失
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10・10空襲
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国民学校と那
覇国民学校（那覇
市歴史博物館提供）

10・10空襲後の波
上宮第一鳥居一帯
（那覇市歴史博物館
提供）

Ⅲ　沖縄戦「鉄の暴風」
202105 沖縄展B2  No.12

　第32軍は女子生徒を看護要
員として陸軍病院や野戦病院な
どに送ることに決め、県内10校
から約450人を動員し、9つの
学徒隊をつくりました。動員され
た女子学徒の犠牲者数は188
人にも及びました。
　とりわけ犠牲者の多かった
通称「ひめゆり学徒隊」は、
1945年3月23日、女 子 生 徒
222人と引率教師18人が沖縄
陸軍病院に動員されました。病
院とはいえ、蟻の巣のように横
穴が40近くも掘りめぐらされ、むきだしの土壁に二段ベッドが備え付けられただけの
人工壕でした。けがをした兵士の看護や手術の手伝いのほか、死体の埋葬、食事、
水の世話、便・尿の世話などもしました。

　5月25日、陸軍病院にも
撤退命令が出され、学徒た
ちは砲弾の中を南部へと撤
退し、現在のひめゆりの塔周
辺にある6つの壕に避難しま
した。6月18日「解散命令」
が出されると、動員から解散
命令までの犠牲者は19人で
あったのに、解散命令後のわ
ずか数日で100人余が亡く
なりました。

5 住民の動員
女子学徒－ひめゆり学徒隊など

出典：ひめゆり平和祈念資料館 資料集4『沖縄戦の全学徒隊』（2020年）

■女子学徒の動員数・戦死者数

学校名 戦後の通称 動員数
（学徒隊）

戦死者数
（学徒隊） 解散日

沖縄師範学校女子部 ひめゆり学徒隊 生徒157
教師 10

生徒 81
教師  5 6月18日

沖縄県立第一高等女学校 ひめゆり学徒隊 生徒 65
教師  8

生徒 42
教師  8 6月18日

沖縄県立第二高等女学校 白梅学徒隊 生徒 46 生徒 17 6月4日

沖縄県立第三高等女学校 なごらん学徒隊 生徒 10 生徒  1 なし

沖縄県立首里高等女学校 瑞泉学徒隊 生徒 61 生徒 33 6月19日

私立沖縄積徳高等女学校 積徳学徒隊 生徒 25 生徒  3 6月26日

私立昭和女学校 梯梧学徒隊 生徒 17 生徒  9 6月19日

沖縄県立宮古高等女学校 宮古高女女学徒隊 不明 生徒  1 不明

沖縄県立
八重山高等女学校 八重山高女学徒隊 生徒 約60 生徒  1 9月

沖縄県立八重山農学校
（女子） 八重農女子学徒隊 生徒 16 0 9月

合　　計 生徒約457
教師    18

生徒 188
教師  13

1944年撮影の集合写真　野田貞雄校長をはじめ21名
が沖縄戦で死亡した。（ひめゆり平和祈念資料館提供）

Ⅳ　沖縄戦の継承
202105 沖縄展B2  No.26

　沖縄には南部を中心に離島を含め、沖縄戦での死者に対する数多くの慰霊碑が
あります。1946（昭和21）年2月建立の「魂
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」はその最も早いものの一つで
す。最後の戦場となった糸
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海岸にあり、3万5千余の遺骨が祀
まつ

られていま
す。
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の丘には、「平和の礎
いしじ

」があります。その特色は「国籍及び軍人、非軍人
を問わず、沖縄戦などで亡くなったすべての人々の氏名を刻んだ」（県営平和祈念公
園HP）ことにあります。従来の戦死者の記念碑や追悼施設が靖国神社や欧米各国の
無名戦士墓や米国のベトナム・メモリアルも含めて、自国の戦没兵士のみを追悼ま
たは顕彰の対象としていることと比べて、ここでは戦死者を一人ひとりの人間として
とらえる視点、そこから死者を哀悼し、平和を願う姿勢が示されています。

魂魄の塔
糸満市米須海岸
（ピースあいち）

沖縄戦の死者の追悼碑
1

平和の礎刻銘者数
沖縄県出身者 149，547人
他都道府県出身者 77,456人
米国 14,010人
英国 82人
台湾 34人
大韓民国 382人
朝鮮民主主義人民共和国 82人
合計241,593人の氏名が刻まれている。

（2020.6.23現在）

平和の礎 愛知県出身刻銘者（ピースあいち）

Ⅴ　沖縄戦後
202105 沖縄展B2  No.38

　沖縄県には日本にある米軍専用施設面積の70.6％が集中しています。沖縄県の
面積が日本全体の0.6％しかないことを考えると、その集中ぶりが分かります。沖縄
米軍には陸軍、海軍、空軍、海兵隊の四軍が揃っており、基地が31施設18,609ha
のほか、27の水域約54,938k㎡、20の空域95,416k㎡も訓練区域として米軍管
理下に置かれています。漁業や航
空経路が制限されており、こうし
た状況も沖縄の基地の特異性を
示しています。
　そんななか、日本政府は「世界
一危険な飛行場」と言われる宜
野湾市普天間飛行場を閉鎖し、
その代わりの施設を名護市キャン
プ・シュワブの辺野古沖に建設す
べく埋立て工事を始めました。基
地をめぐる状況が改善されないま
まの、しかも恒久的になりかねな
い辺野古新基地の建設には沖縄
県は強く反対をしています。その
上、辺野古、大浦湾周辺の海域
は、ジュゴンをはじめとする絶滅
危惧種を含む5,800種以上の生
物が確認され、建設によって生物
が存在できなくなる可能性があり
ます。
　2019年2月24日、辺野古新
基地建設のための埋立ての賛否
を問う県民投票が行われ、結果、
7割を超える住民が反対しました
が、政府は埋立て工事を強行し続
行しています。

沖縄の米軍基地
9

米軍基地と名古屋市の面積
S：1/10万
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半径7.7キロメートル

名古屋市の面積 326 km²
沖縄県内の米軍基地面積 186 km²※
※米軍専用施設31か所の総面積

（沖縄ドローンプロジェクト提供）

●沖縄準常設展より

戦争はなぜ起きたか。どういう経過をたどり、結果を迎えたか。

3階展示室

●辺野古の海
●米軍基地
●新基地計画など

動画で見る辺野古の今

〈写真はタイトル画面〉

●沖縄戦を語り継ぐ－市町村の取組み
糸満市　南城市　豊見城市　八重瀬町　南風原町
西原町　与那原町　中城村　北中城村　北谷町
　軍民問わず多くの犠牲を出した沖縄戦につい
て、体験者の記憶や証言だけでなく、それぞれの市
町村で工夫をして継承・発信しています。戦争の記
憶の受け継ぎ方にはこんな形もあるのかと、新たな
発見やきっかけにできたらと思います。

2階 映像コーナー3階展示室 視聴コーナー 2階 プチギャラリー〈パネル展示〉
●沖縄戦の語り継ぎ

●映像紙芝居

「父の沖縄戦」
　中村桂子さん（左）
「比嘉俊太郎さんの沖縄戦体験」
　服部忠一朗さん（右）

「80年の記憶～ハンセン病と人権～」
「平和の種～ヒロシマの被爆者　沼田鈴子
の物語～」
「私の家族～中村キクさん（宮平）の体験～」
　南風原町の子どもたちが、戦争や平和に
ついて発信したいと「はえばるyouth」を結
成。聞き取った証言を基に作成した物語に、
沖縄県立芸術大学の学生が絵を描きまし
た。ナレーションはピースあいちの高校生
ボランティアです。


